









































ア・バーバーの共著『セレンディピティの旅と冒険』The travels and adventures 













版されて間もない時期でもあった．同書や Oxford English Dictionary （OED）な
どから，この語がホレス・ウォルポールの 1754 年 1 月 28 日付の手紙の中に出
現した造語であると判明し，図書館所蔵のウォルポール書簡集から該当部分 4）
を特定し，コピーを江崎学長に手渡すことができた．しかし学長の本来の要望










1958 年に原稿を「取っておく」ことに合意し 6），その後 2002 年にまずイタリア
語版（もともと英語で書かれていたのだが）が出版され，プリンストン大学出
版局から英語版が出されたのはマートンの死後のことだった．本文の主要部分
は 1958 年当時のままである（Dougherty 2004）．マートン自身が後書きで「1958
年の『タイムカプセル』テクスト」7）と呼んでいる．
　しかし，原稿の存在自体は知られていた．1965 年に出版されたマートンの































が 3件見つかる．質問があったのは 1996 年，1998 年，1999 年で，江崎学長の
例の少し後である．いずれも当初は該当する資料は見つからないと回答してい
るが，2008 年から 2010 年にかけての追記があり，2004 年から 2007 年にかけ

















『セレンディップの三人の王子の旅と冒険（The Travels and Adventures of Three 
Princes of Serendip）』で，タイトルページによれば，「ペルシア語からフランス















11）　Merton and Barber 2004:2．





































































版は 2004 年．マートンは 2003 年に死去）が同一であるという逆説的な結果を
もたらしたと指摘している．もちろんその間には多くの他の著作があるわけ





























書館関係者の間で，欧米では open access（OA）と institutional repository（IR）
の動きが活発になっているとの情報が流れていた．その中で “The Case for 




















（Jeffrey Beall）というコロラド大学デンバー校の図書館員が 2011 年頃から作
成・公開を開始した，“Potential, possible, or probable predatory scholarly open-
access publishers” という怪しいオープンアクセス出版社のブラックリストに由



















　マートンは Lexis-Nexis（新聞・雑誌 18,000 以上から成る全文データベース）
と JSTOR（学術雑誌 170 誌のバックナンバー）における “serendipity” という










　筆者の補足的な試みとして，Web of Scienceと Scopusにおける “serendipity”，
CiNii Articlesにおける「セレンディピティ 」を持つ論文数を数えてみた．マー
トンの数と共に下の表に示す（2020-12-27 調査）．










1960-1969 2 135 33 0
1970-1979 60 181 57 88 0
1980-1989 1838 207 98 195 1
1990-1999 (JSTORは -1996) 13266 236 313 378 36
2000-2009 613 797 98
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